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　露地デコポンについては、収穫が終わりポリ個装を進め
ている時期かと思います。水腐れ、ヤケ果の発生が見られ
ますので、選別に注意しましょう。また、これから収穫す
る品目については、天候に注意し適期貯蔵病害対策を行っ
てください。

１．樹勢回復対策
　収穫が終了した品種では、チッ素主体の葉面散布を短期
間で行い樹勢回復に努めましょう。

薬　剤　名 希釈倍数 備　　考
尿素

アミノジューシーＮ１４
神協スピリッツ

５００倍
収穫後３回以上集中散布
を行いましょう。
（４～５日間隔）

２．土壌改良・施肥設計計画（土壌分析の実施）
　良い作物作りは、まず健全な土づくりから始まります。
ＪＡでは土壌分析を行い、園地の状況に沿った施肥設計を
行っています。土壌分析を積極的に活用し、高品質果実生
産を行いましょう。
○土壌分析時の土の取り方
　平坦な園地では四隅と中央の５か所から土を採ります。また、段々
畑の場合は、各段の真ん中付近の土を採ります。その際表層から５
㎝下の土を取り除き、その下の土を１５㎝程度垂直にとります。そ
の後陰干しを行い良く乾燥させます（石などはこの時に除いて下さ
い）。乾燥が終わりましたら５００ｇ以上土を袋に入れ、ＪＡにお
持ち込みください。
※分析料として、１サンプル当たり３，０００円程度必要です。

○土づくり
　※土壌分析結果に基づいて施用してください。
時　　期 資材名 １０ａ当たり 備　　考

２～３月
（収穫後）

堆肥 ２，０００ｋｇ 完熟物
客土 ４，０００ｋｇ ３㎝以内
ヤシガラ ２０袋以上 ２ｷｭｰﾋﾞｯｸ（120ℓ／ 11kg）
土の恵み １２袋以上 堆肥・ヤシガラの代わり

○施　　肥
時　　期 資材名 対象品種 10ａ当たり 備　　考

2月上旬

炭酸苦土石灰 全品種 １０袋

新有機中晩柑
一発

河内晩柑・
清見・甘夏
パール柑・
デコポン

１０袋

超省力化タイプ
（年１回施肥）
（１１月施肥を
している場合２

袋減）

３．剪定について
　まず園地全体が密植の場合は、縮間伐から行いましょ
う。その後剪定に入ります。平成３０年産の成りが多かっ
た園では、着花量が減少し裏年となる傾向にあります。そ
の場合、剪定時期を遅らせて間引き主体で軽めに行い、あ
とは着花を見て行うようにしてください。成りが少なかっ
た園では、着花量が多いと考えられるので、やや早めの剪
定を行いましょう。どちらの場合でも枯れ枝の処理は行い
ましょう。

果
樹 ２月柑橘園管理

山下　俊二
下島営農指導センター
080-1729-1632

果　樹

水
稲 農作業メモ

吉田　義文
指導販売部
0969-22-1105

水　稲

平成３１年産早期水稲について
　いよいよ平成３１年産の早期水稲も始まります。異常
気象を受けにくい稲を作るには、まず健康な稲を作るこ
と、健康な稲を作るには適正な育苗管理と適正な水管
理を行うこと、そして土作りです。
　また、昔から「苗半作」と言われています。早期水
稲の場合、気温が低い厳しい条件下での田植えですの
で、苗の良否が初期生育に大きく影響します。品質の
良い米づくりのために、健苗の育成に努めましょう。
　本田の準備については堆肥や土壌改良資材の投入と、
作土を１５㎝以上確保するよう心掛けてください。

育苗施設の点検・準備
　約１ヶ月間の育苗期間となります。春一番等、突風
被害が毎年見受けられますのでハウス資材の点検と修
繕は早いうちに行いましょう。

健苗の育成
　種子は充実した、健全なものを使いましょう。そのた
めには必ず種子選（比重選）を行ってください。（比重

　水１０リットルに塩２ｋｇ）
　病害虫防除のために種子消毒（エコホ－プＤＪ２００
倍液に２４時間浸漬）と育苗箱の洗浄を行いましょう。
　早期水稲の育苗日数は２５日程度ですので、田植え
日から逆算して播種日を決定しましょう。２葉苗～２．
５葉苗の場合の播種量は乾籾で１５０ｇ（催芽籾では
１８０ｇ）が基準となります。
　播種に最も適しているのは、ハト胸状態の時です。そ
のためには十分に浸種を行ってください。
　また、水の入れ替えと、１日１回は攪拌して水温が均
一になるようにしましょう。

水田の準備 (※元肥の施肥量の変更について )
　近年、主食用米の購買者より他の産地と比較して全
体的に痩せ米が多いとの指摘があります。その為、作
年より元肥の施肥量を５０ｋｇへ変更しています。穂肥
は１５ｋｇへ削減していますので注文の際はご注意くだ
さい。効果としては、初期育成の促進及び地力の向上
を促しますので、実施の程宜しくお願い致します。
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作物・営農・技
情報をお届けし

野
菜

シシトウ・甘長とうがらし栽培 山下　伸一
下島営農指導センター
080-1729-1630

野　菜

露地栽培

定植
１．植穴は、苗鉢よりもやや大きめにし、５０～７０
ｃｍ間隔であける。
２．定植苗は、第一果房が開花する３～４日前の若
苗を定植する。

３．定植時には、アブラムシ・スリップス対策として
スタークル粒剤を１株当たり1～2ｇ植穴処理する。

４．定植を行う際は、鉢土の上２ｃｍ位が見える程度
浅植えする。

※植え付けが深いと白絹病や疫病の原因となる。
５．定植後、初期生育促進の為に、株元に液肥潅水
する。

６．定植後、直ちに支柱に誘引する。

定植後の管理
１．定植後７～１０日頃までは、鉢土が乾燥しないよ
うに株元に灌水し、根の活着を促す。

２．活着後は、徐々に潅水量を減らし、根を深く張ら
せる。

３．第一分枝以下の果実・脇芽は、早めに取り除く。
４．定植後２０日前後までに、本支柱及びネット張り
（2ｍ間隔）を行う。

整枝・誘引
１．整枝は、出来るだけ中心に光線が入るように摘芯
する。

２．ネット張りは、樹の生育に合わせて行う。高くな
った場合は、２段目を張る。

施肥量
シシトウ　　　　　　　　　　　１0ａ当り／ｋｇ
必要成分量 Ｎ Ｐ Ｋ
元肥 30 25 30
追肥 10 10 10
合計 40 35 40

甘長とうがらし　　　　　　　　10ａ当り／ｋｇ
必要成分量 Ｎ Ｐ Ｋ
元肥 15 20 15
追肥 15 15 15
合計 30 35 30

　詳しいことは各地域の担当者、又は栽培講習会等で
お聞きください。

１【食餌性下痢の予防について】
●飼料給与体系等に基づく以外の給与飼料の量的・
質的な変化を与えない

●哺乳時刻・回数等の給餌スケジュールは変化させ
ない
●代用乳溶解時は、６０℃未満の湯で、粉乳と湯の
量を変えず、完全に融解させる

●代用乳の給与時温度は一定でなければならない

２【感染性下痢の予防について】
●すきま風を防ぐ (食餌性下痢にしない、子牛にスト
レスを与えない )
●感染源を絶つ (牛床、給餌器、哺乳器等の衛生管
理を徹底する )

３【下痢発生時の対処】
●病畜を直ちに隔離し、速やかに獣医師の診察・指
示を受ける

●病畜が接した環境の消毒を徹底する

４【肺炎予防について】
●換気管理と牛床等の衛生管理を徹底し有毒成分(ア
ンモニア等 )と子牛の接触機会をつくらない

５【肺炎発生時の対処】
●病畜を直ちに隔離し、速やかに獣医師の診察・指
示を受ける

●病畜が接した環境の消毒を徹底する

　子牛の市場価格は依然として高値で推移しています
ので、子牛の発育不良や事故防止にためにも、疾病の
早期発見や予防に努め、発育の良い健康な子牛を出荷
するように努めましょう。

畜
産 子牛の疾病について 梅田　智章

下島営農指導センター
080-1729-1620

畜　産
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